
「帰りたい家庭」「通いたい学校」「住みたい地域」 
いよいよ 3月になりました。卒業や進級の時期です。大きな変化のある月ですので、声

かけ活動も子どもたちにとっては、温かさを感じる活動になることでしょう。４月の活動もあ

りますが、本月まで安全に活動して頂いて、ありがとうございます。感謝しています。 

また、指導員のみなさんも５月からは新しくなります。活動の引継ぎをよろしくお願いしま

す。 

 

指導日誌より 

多治見地区 

・体中が冷たくなるほどの中での活動でした。人通りもなく、駅周辺だけ

の声かけやあいさつができただけでした。        （2/19 南姫）                        

・今日は何時になく、寒い夜でした。そのせいかお店への人の出入りも

少ないようで、子どもたちの姿を見ませんでした。   （2/19 根本） 

・公園でカードゲームを見せ合い、談笑していました。「ごみを持ち帰ろうね。」と声をかけ

ました。                                               （2/3 笠原） 

 瑞浪地区 

・雪のため延期も考えましたが、休校ではなかったので実施しました。雪の中でも元気に登

校していました。遠方でバスの利用ができない生徒は、保護者が送ってみえました。 

                           （2/6 陶） 

土岐地区 

・落ち着いた様子で、小中学生ともに登校していました。             （2/14 駄知） 

・とても寒い中でしたが、多くの高校生はあいさつを丁寧にしてくれました。（2/18 泉） 

12月実施 多治見 瑞浪 土岐 

声かけ人数 295 9 607 

指導員参加数 51 20 28 

諸連絡 

・4月の活動を実施しない場合は、少年センターへ必ず電話をお願いします。 

・暖かくなってきたとはいえ、体調に十分注意して頂いて、無理のない声かけ活動を実施していきま

しょう。 
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